
Ⅰ．はじめに

　2019年にアクティブ・ラーニングのめざす「主体的
で，対話的な，深い学び」を実現するためのメソッド
として開発されたロジコミ・メソッド（以降ロジコミ）
は，この間，成熟社会研究所のメンバーを中心に，そ
の活用方法の模索や効果の測定が試みられてきた。
　本研究ノートでは，2年にわたるロジコミに関わる
取り組みを振り返りつつ，ロジコミの価値を更に上げ
るために，どんな方策が考えられるかを検討してみた
いと思う。

Ⅱ．ロジコミに関わる取り組み全体の振り返り

　表 1に示す通り，ロジコミに関わる取り組みとし
て，①成熟社会研究所のメンバーが講義で活用しアン
ケート調査，②アンケート結果の分析，③ロジコミ
サロンや研究会，④ロジコミを活用するための PBL

シートの開発を行ってきた。更に，そのためのミー
ティングも重ねてきた。
　教員はロジコミを講義でどう活用したのか，あるい
は学生モニターはどんな場面で活用したのかに関して

は 3章で，ロジコミのアンケート結果は 4章で述べ
る。ここでは，それ以外に関して，具体的な内容の
エッセンスをいくつか紹介する。

2-1．2020 年 7 月の打ち合わせ
　ロジコミの次なる展開として，
・ 「ロジコミをこんな場面でこう使う」を出し合う
ワークショップの開催
・ オンラインライブ授業でのロジコミの活用方法を検討
・ 先生たちの悩みを集めて解決していく
・ 今のメソッドには入っていないものを補強する：問
題解決 PBL，仮説を検証するプロセス→サンプル
を作って説明するようなもの
・ 必要な力は，いわば新製品の開発。本質を見て考え
る力，常識を覆す
・ 会社で何年も使える生きた実力を付加
・ ストーリー展開でヒントを提示
・ 利用者の評価をどうするのか。評価アンケート，イン
タビューで使ってみた感想を収集，モニター募集
といった意見が出た。

2-2．2020 年 8 月の打ち合わせ
　教員が授業で使いやすいものにするため冊子の改定
をすることになり，論文やレポート作成のプロセスに
ついても追加で作成することとなった。

2-3．2020 年 10 月　第 1 回ロジコミサロン
　講師の池田輝政先生は，「一人で思う，二人で語る，
みんなで考える」（岩波ジュニア新書，2020）の中で，
ロジコミの活用場面を 5つのストーリーで示した「5

つのトリセツ・ストーリー」（2章）がとても印象に
残ったと述べられた。

2-4　2021 年 6 月　研究会　入交享子先生
　茨木高校で家庭科教員として教鞭をとられていた入

表 1　ロジコミに関わる取り組み（20年度と 21年度）
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交享子先生は，早い段階からアクティブ・ラーニングを
実践されていた。講演では，長い教員生活を経て，今生
徒達に望むことは，地域や社会とつながって「暮らしの
中の主人公」になってほしいということだと語られた。

2-5．2021 年 7 月　研究会　美馬のゆり先生
　「アクティブ・ラーニングのその先へ」というタイト
ルで講演をしていただいた。はこだて未来大学で実施
している，教員が 2～ 3人でチームを組んで臨むプロ
ジェクト科目では，教員の労力や負担が減り，新たな
講義方法が浮かんだり，問題を共有できるなど，チー
ム・ティーチングが威力を発揮していると述べられた。

Ⅲ．ロジコミはどう活用されたのか？

　教員は，そして，学生モニターは，ロジコミをどう
活用したのだろうか？ここでは，教員と学生モニター
に分けて整理してみる。

3-1．教員はロジコミをどう活用したのか？
　筆者は，2020年度の成熟社会研究所の紀要で「ロ
ジコミ・メソッドの活用事例～ 2020年度の講義での
実践を通じて～」として報告した。具体的な活用事例
でもっとも手ごたえがあったのが，少人数クラスで実
施した「トリセツ・リレーインタビュー」であった。
ロジコミのメソッドを組み合わせてアレンジすること
で，様々な活用方法の可能性があることがわかった  i。
2021年度も，昨年度同様に授業で活用したが，今年
度は，特にマンダラートを多用し，グループによる講
演内容の要約等にも活用してみた。
　佐藤友美子教授は，ロジコミの必要な箇所の PDF

をレジメに添付する，あるいは参考にすべきページを
提示するなどして，どの講義でも，常にロジコミを意
識させるという方法をとった。
　齊藤一誠教授は，ゼミ等で，ロジコミに関する自由
記述のアンケートを実施し，学生達のロジコミに対す
る印象を引き出した。

3-2．学生モニターはどう活用したのか？
　ロジコミのメソッドを，色々な場面で使ってもらい
感想を聞くことで，学生にとってより使いやすく役立
つメソッドに改良していくことを目指し，学生モニ
ターをつのり，12名の学生が参加してくれた。2021

年 2月 1日に，オンライン説明会を開催し，学生モニ
ターに期待することなどを説明した（図 1参照）。

　アンケートの項目は「使った場面や活動」，「何人で
使ったのか」，「今回の活動で参考にしたページ」，「参
考にしたページが役に立ったかどうか」，「参考にした
ページで具体的にどのツールを利用したか」，「使用し
た感想」の 6つとした。当初の予定していた期間中だ
けでは，あまりデータが集まらなかったので，期間を
4月中旬まで延長してデータを収集し 55個の回答を
得た。
　アンケート結果を見てみると，学生モニターは授業
以外でも，プロジェクト，オープンキャンパス，バイ
ト，学友会などでロジコミを活用していた（表 2）。

　次に，ロジコミを何人で利用したかに関しては，4

人以上が一番多く 40人で，ついで 1人での利用が 10

人という結果となり（図 2），グループ活動の際に多
く利用されていた。

図 1　学生モニターに期待すること

表 2　モニターがロジコミを使った場面や活動（講義以外）

図 2　ロジコミを使った際の利用人数
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　次に，ロジコミを活動や講義で利用する際，具体的
にどのページを参考にしたかということに関しては，
図 3の通りとなった。全体的に見れば，どの頁ものべ
10人以上が閲覧していることがわかる。その中でも，
特に，第 1章の「ひとりで思う」（のべ 25人），「みん
なで考える」（のべ 27人），第 3章の「プレゼンの基
礎」（のべ 23人）が多く閲覧されていた。

　次に，参考にしたページの中で，具体的にどのツー
ルを利用したかということに関しては，そのツールを
どう使ったか，あるいはどう役にたったかの記述があ
るものを抜き出してみた（表 3）。1年前に自分で作成
したトリセツをバージョンアップして自分の変化を観
察したり，トリセツで自分の強み弱みを発見したり，
伝える工夫を意識しながら発表したというように，自
らアレンジしつつ役立てている様子がわかった。

　最後に，活動や講義の場面毎にロジコミを使用した
感想を抜粋したものを表 4にまとめた。プロジェクト
やオンラインミーティングなどグループで作業する際
にロジコミのツールが役に立った様子を具体的に示し
ているものや，個人のワークでロジコミのツールの手
順に従って行って上手くいったというもの，またバイ
ト先でのコミュニケーションの取り方など様々な感想
が寄せられた。

　

図 3　活動や講義で参考にしたロジコミのページ（複数回答）

表 3　ツールがどう役に立ったか /ツールをどう使ったか（抜粋）

表 4　場面毎にロジコミを使用した感想（抜粋）
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Ⅳ．講義におけるロジコミアンケート結果

　表 1に示した通り，20年度 21年度と，成熟社会研
究所メンバーの教員は，ロジコミを講義で活用しつ
つ，いくつかのアンケートを実施した。ここでは順を
追って，その内容と結果を示す。

4-1． ロジコミの活用頻度とアクティブ・ラーニング
得意度の比較（20 年度）

　20年度の春学期，佐藤友美子教授が担当する講義，
「社会人の基礎 A」，「企業文化論」，「生活文化論」に
おいて，アクティブ・ラーニングが得意か否かと，ロ
ジコミ活用頻度についてアンケート調査を実施した。
その結果を図 4に示す。

　全体として，（アクティブ・ラーニングに関して）
全て得意と回答したグループの方が，ロジコミに関す
る質問項目にも高評価であるという傾向となった。も
う少し細かくみてみれば以下の通りとなった。
①　 得意（全て）と回答したグループは，不得意と回
答したグループと比較して，「論理的思考・書き
方のコツ」をつかめたという傾向が大きく出た。

②　 得意（全て）と回答したグループは，不得意と回
答したグループと比較して，「ロジコミを読む」
傾向が大きく出た。

③　 得意（論理的思考・本を読む・文書作成）と回答
したグループは，不得意と回答したグループと比
較して，「課題をやる上で役立てている」傾向が
大きくでた。

④　 不得意（PPT作成・グループワーク）と回答した
グループは，得意と回答したグループと比較し
て，「論理的思考・書き方のコツ」をどちらかと
いうとつかめなかったという傾向が大きく出た。

⑤　 不得意（PPT作成・グループワーク）と回答した

グループは，得意と回答したグループと比較し
て，「ロジコミを手元において利用したい」とい
うことに対して，どちらかというと思っていない
という傾向が大きく出た。

⑥　 「課題をやる上で役に立った」ということに関し
て，PPTの作成の得意・不得意，グループワーク
得意・不得意の差は出なかった。

4-2． 学生のプロフィールの変化とロジコミの活用度
合（21 年度）

　21年度は，更にロジコミを授業や他の場面で，多
くの人達に活用してもらい，ロジカルな思考やふるま
いを身に付けてほしい。そのために，どうしたら良い
か，何を補足したら良いかを探る目的で，アンケート
調査を実施した。
　アンケートは 1）ロジコミに関してと，2）学生の
プロフィール（＝ロジコミに紹介されている 22のメ
ソッドの習熟度）の二本立てで，学生プロフィール
は，講義の初回と最終回で実施し，ロジコミの効果を
測定することを試みた。表 5にロジコミに関するアン
ケートの質問項目を，表 6に学生のプロフィールの質
問項目を示す。

　

図 4　アクティブ・ラーニングの得意度の 

ロジコミ活用頻度の比較
表 5　ロジコミに関する質問項目

表 6　学生プロフィールに関する質問項目
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　春学期は佐藤友美子教授担当の地域コミュニティ
論，コミュニティ論，社会人の基礎 Aと，筆者担当
の入門ゼミ 1，基礎ゼミ 1，展開ゼミ 1，非営利組織
論の合計 7つの講義でアンケートを実施した。
　図 5と図 6に，コミュニティ論のロジコミに関する
アンケート結果を示す。コミュニティ論に限らず，ロ
ジコミを使わなかった理由としては，使い方がわから
なかったと回答する人が多く，授業以外でも使える，
社会人になってからも使えると回答する人も多かっ
た。よく使った項目は 1章のメソッドが多かった。

　次に図 7に，地域コミュニティ論 Aの学生プロ
フィールの変化とロジコミ利用頻度の関係について示
した。初回と最終回を比較すると，全体的に習熟度
（表 6参照）は高まっているものの，ロジコミ利用頻
度との関係性は見られなかった。他の講義でも同様な
傾向であった。

　秋学期は佐藤友美子教授担当の社会人基礎 B，生活
文化論，地域コミュニティ論の 3つの講義でアンケー
トを実施した。
　図 8と図 9に社会人基礎 Bのロジコミに関するア
ンケート結果を示す。春学期の結果と比較して，社会
人基礎 bに限らず，よく使った項目が 3章のメソッド
が多くなっていた。また，社会人基礎 Bに限っては，
ロジコミを就活に活用したという回答が確認された。

図 5　コミュニティ論のロジコミアンケート結果①

図 6　コミュニティ論のロジコミアンケート結果②

図 7　地域コミュニティ論 Aのプロフィールの

変化とロジコミ利用頻度の関係

図 8　社会人基礎 Bのロジコミアンケート結果①

図 9　社会人基礎 Bのロジコミアンケート結果②
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　次に図 10に地域コミュニティ論 Bの学生プロ
フィールの変化とロジコミ利用頻度の関係について示
した。この講義においては，ロジコミをよく利用した
学生の方が，習熟度（表 6参照）が上がったと回答し
ている傾向となった。

　ここからは，アンケートの 3つの自由記述（表 5参
照）の結果について述べる。まず，授業以外でのロジ
コミの使用のきっかけ・使用方法・結果に関して，表
7に抜粋した。就活での活用というのが多く見受けら
れた。その他にも，教育実習，先生にメールを送る
時，資格講座，卒論や研究計画でも使ったという意見
もあった。

　

　次に，ロジコミを使用しての感想の抜粋を表 8に示
す。講義の内容によって，参考にした箇所も異なる
が，グループワークに有効であった，プレゼンの能力
があがった，アイディア出しの方法が知れて良かっ
た，（就活の面接で）自分の伝えたいことを伝えるこ
とができるようになった，もっと色々使ってみたいな
どの積極的な意見が多数寄せられた。

図 10　地域コミュニティ論 Bのプロフィールの変化と

ロジコミ利用頻度の関係

表 7　ロジコミの授業以外での使用やその結果
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　最後に，ロジコミの改善点に関して表 9に示す。複
数挙げられた意見として，ロジコミを使う目的を明確
に示した方がよい，メールの書き方のシチュエーショ
ンを増やしてほしい，冊子のサイズを A4にしてほし
いなどが挙がった。また，自分だけでなく，一緒にグ
ループワークなどをする人達もロジコミに習熟してい
ないとやりづらいといった意見もあった。

Ⅴ．ロジコミの価値を更に上げるための方策

　学生モニター，そして講義におけるアンケート結果
からも，ロジコミは様々な場面で活用できるし，アク
ティブ・ラーニングを円滑に進める上でもロジコミは
役に立つということが明らかになった。
　今後，更にロジコミの価値を上げていくために，ど
うしたら良いのだろうか。いくつか具体的な方策を示
しておく。

5-1．ロジコミをより多くの人に使ってもらう
　この 2年間は，成熟社会研究所のメンバー中心に，
ロジコミを活用してきた。今後は，ロジコミを学内外
問わずオープンにして，多くの教員に使ってもらうこ
とが大事である。教員はロジコミをアレンジして講義
で活用すると思われるので，各自の工夫を集めてみる
のも面白いのではないだろうか。

表 8　ロジコミを使っての感想 表 9　ロジコミの改善点
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5-2． 教員向けのロジコミのトリセツ・ストーリーを
作成する

　第 1回ロジコミサロンで，池田先生から好評であっ
た「5つのトリセツ・ストーリー」（2章参照）は，学
生向けのものだった。多くの教員に使ってもらうため
にも，教員向けのトリセツ・ストーリーをいくつか
作ってみるのも良いと思われる。

5-3．PBL シートとロジコミで相乗効果を生み出す
　何度かのミーティングを重ね，2021年の 11月に第
一版が完成した PBLシートは，筆者もゼミ等で活用
を試みたが，まだ使いこなせていない状況である。こ
の PBLシートは，そのプロセスの過程で，ロジコミ
を活用しながら進めるという作りになっている。図
11と図 12に，中川啓子氏が「PBLの歩き方」という
タイトルで PBLシートのトリセツを作成したものを
示す。卒業研究やいわゆるプロジェクトだけでなく，
グループワーク等でも，この PBLシートを活用しつ
つ，ロジコミのメソッドにも習熟していければ相乗効
果を生み出せるであろう。

5-4．定期的なロジコミサロンの開催
　当初は，教育サロン iiにヒントを得て，ロジコミサ
ロンを定期的に開催する予定であった。そのサロンで
は，ロジコミ・メソッドを紹介しつつ，アクティブ・
ラーニングを実践するにあたり，どんな悩みがあるの
かを意見交換しつつ，アクティブ・ラーニングの実践
例を学び，ロジコミ・メソッドの活用方法についても
意見を出し合う場とすることが狙いであった iii。
　残念ながら 21年度は開催できなかったが今後も定
期的に開いていきたい。そうすれば，ロジコミをオー
プンにして多くの教員に使ってもらいつつ，その活用
方法やアレンジ方法についての披露の場にもなるし，
アクティブ・ラーニングを円滑に進める道具としてロ
ジコミを使ってもらうための場ともなり得るだろう。

Ⅵ．おわりに

　本研究ノートでは，2年にわたるロジコミに関わる
取り組みを振り返りつつ，ロジコミの価値を更に上げ
るために，どんな方策が考えられるかを検討してみ
た。
　この間，学生モニター，講義でのアンケート等で，
様々な有益なデータを得た。全体的な結果として，ロ
ジコミは有効であり，様々な場面で活用できるという
ことは明らかになった。ただし，時間不足と力量不足
で，そのデータを丁寧に分析するには至らなかったの
で，今後の課題としたい。
　また，ロジコミの更なる価値向上に向けても，様々
な方策が考えられる。そのいくつかを 5章で示した。
ロジコミは，学内外にオープンにして，より多くの人
に使ってもらう段階に来ているといえるだろう。その
ためにも，それをサポートする教員のためのトリセツ
の作成や，PBLシートも上手に活用していくことが
求められる。そして，ロジコミサロンという場がある
ことによって，それはより強化されるであろう。
　ロジコミ開発に至った「（アクティブ・ラーニング
は）答えを簡単に出すことができない社会に必要とさ
れる学び方であり，その学び方を身に付けるための
ツールをつくる iv」という願いに向けて，今後もロジ
コミの価値向上をめざしていきたい。

図 11　PBLの歩き方　表紙と 3ページ

図 12　PBLの歩き方　4ページと 5ページ
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